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(57)【要約】
【課題】ＣＡＤデータを設計者以外の取引先、建築現場
や工場等であっても共有して確認することが可能なＣＡ
Ｄデータ共有システムの提供。
【解決手段】ＣＡＤデータを物件ごとに保管するサーバ
１と、ＣＡＤデータを作成する第１のコンピュータ２で
あり、サーバ１へ物件ごとのＣＡＤデータをアップロー
ドするアップロード手段２２を有する第１のコンピュー
タ２とを含み、サーバ１は、アップロード手段２２によ
りアップロードされた物件ごとのＣＡＤデータの保管場
所を第１のコンピュータ２へ通知する保管場所通知手段
１１を有し、さらに、ＣＡＤデータを参照する第２のコ
ンピュータ３であり、ＣＡＤデータの保管場所を指定し
てサーバ１からＣＡＤデータをダウンロードするダウン
ロード手段３０と、ダウンロードしたＣＡＤデータから
伏図またはパース図を作成して表示する図表示手段３２
とを有する第２のコンピュータ３を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＡＤデータを物件ごとに保管するサーバと、
　ＣＡＤデータを作成する第１のコンピュータを、前記サーバへ物件ごとのＣＡＤデータ
をアップロードするアップロード手段として機能させるための第１のプログラムと
を含み、
　前記サーバは、前記アップロード手段によりアップロードされた物件ごとのＣＡＤデー
タの保管場所を前記第１のコンピュータへ通知する保管場所通知手段を有し、
　さらに、ＣＡＤデータを参照する第２のコンピュータにダウンロードされる第２のプロ
グラムであり、ＣＡＤデータの保管場所を指定して前記サーバからＣＡＤデータをダウン
ロードするダウンロード手段と、ダウンロードしたＣＡＤデータから伏図またはパース図
を作成して表示する図表示手段として前記第２のコンピュータを機能させるための第２の
プログラムを含む
ＣＡＤデータ共有システム。
【請求項２】
　ＣＡＤデータを物件ごとに保管するサーバと、
　ＣＡＤデータを作成する第１のコンピュータであり、前記サーバへ物件ごとのＣＡＤデ
ータをアップロードするアップロード手段を有する第１のコンピュータと
を含み、
　前記サーバは、前記アップロード手段によりアップロードされた物件ごとのＣＡＤデー
タの保管場所を前記第１のコンピュータへ通知する保管場所通知手段を有し、
　さらに、ＣＡＤデータを参照する第２のコンピュータであり、ＣＡＤデータの保管場所
を指定して前記サーバからＣＡＤデータをダウンロードするダウンロード手段と、ダウン
ロードしたＣＡＤデータから伏図またはパース図を作成して表示する図表示手段とを有す
る第２のコンピュータを含む
ＣＡＤデータ共有システム。
【請求項３】
　前記アップロード手段は、物件ごとにパスワードおよび有効期限を指定してアップロー
ドするものであり、
　前記サーバは、物件ごとのＣＡＤデータを指定されたパスワードおよび有効期限ととも
に管理するものであり、
　前記ダウンロード手段は、ＣＡＤデータの保管場所およびパスワードを指定してＣＡＤ
データをダウンロードするものであり、
　前記サーバは、前記ダウンロード手段からのダウンロード要求に対して有効期限内に限
り、ＣＡＤデータを提供するものである
請求項１または２に記載のＣＡＤデータ共有システム。
【請求項４】
　前記図表示手段は、前記伏図上で指定された範囲の部分パース図を表示する機能を有す
る請求項１から３のいずれか１項に記載のＣＡＤデータ共有システム。
【請求項５】
　前記図表示手段は、前記伏図を土台、各階床、各階小屋または各階母屋に分けて表示す
る機能を有する請求項１から４のいずれか１項に記載のＣＡＤデータ共有システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＡＤデータを設計者の他、取引先、建築現場や工場等で共有して確認する
ことが可能なＣＡＤデータ共有システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＣＡＤシステムは単独のコンピュータにおいてスタンドアロン環境で動作するも
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のが多いが、ネットワークにより他のコンピュータと接続されたネットワーク環境で動作
するものが増えている。例えば、特許文献１には、ネットワークを介して複数のコンピュ
ータが接続されたシステムにおいて、各コンピュータに、利用者により操作されるＣＡＤ
システムと、このＣＡＤシステムにネットワークを介して接続され、ＣＡＤシステムの非
稼働時にあっても動作が可能で、図面データの読み込み、掻き出し、削除、一覧表示等の
サービスを行うサーバ部と、図面データに関する情報を管理するネットワーク図面管理フ
ァイルとを備えたことを特徴とするネットワーク環境型ＣＡＤシステムが開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－１５１２８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来のネットワーク環境型ＣＡＤシステムでは、ＣＡＤシステムが組み込まれたコ
ンピュータ同士ではデータを共有することができるものの、ＣＡＤシステムを導入してい
ないコンピュータではデータを閲覧することもできない。すなわち、従来のＣＡＤシステ
ムでは、ＣＡＤシステムを導入している設計者以外はＣＡＤシステム内のデータを閲覧す
ることができない。
【０００５】
　そこで、本発明においては、ＣＡＤデータを設計者以外の取引先、建築現場や工場等で
あっても共有して確認することが可能なＣＡＤデータ共有システムを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のＣＡＤデータ共有システムは、ＣＡＤデータを物件ごとに保管するサーバと、
ＣＡＤデータを作成する第１のコンピュータを、サーバへ物件ごとのＣＡＤデータをアッ
プロードするアップロード手段として機能させるための第１のプログラムとを含み、サー
バは、アップロード手段によりアップロードされた物件ごとのＣＡＤデータの保管場所を
第１のコンピュータへ通知する保管場所通知手段を有し、さらに、ＣＡＤデータを参照す
る第２のコンピュータにダウンロードされる第２のプログラムであり、ＣＡＤデータの保
管場所を指定してサーバからＣＡＤデータをダウンロードするダウンロード手段と、ダウ
ンロードしたＣＡＤデータから伏図またはパース図を作成して表示する図表示手段として
第２のコンピュータを機能させるための第２のプログラムを含むものである。
【０００７】
　本発明のＣＡＤデータ共有システムによれば、ＣＡＤデータを作成する第１のコンピュ
ータからサーバへ物件ごとのＣＡＤデータをアップロードすると、サーバからこのアプロ
ードされた物件ごとのＣＡＤデータの保管場所が第１のコンピュータへ通知される。一方
、ＣＡＤデータを参照する第２のコンピュータに第２のプログラムをダウンロードし、実
行することにより、第１のコンピュータへ通知されたＣＡＤデータの保管場所を指定する
ことで第２のコンピュータへＣＡＤデータがダウンロードされ、このダウンロードしたＣ
ＡＤデータから伏図またはパース図が作成され、表示される。
【０００８】
　また、本発明のＣＡＤデータ共有システムは、ＣＡＤデータを物件ごとに保管するサー
バと、ＣＡＤデータを作成する第１のコンピュータであり、サーバへ物件ごとのＣＡＤデ
ータをアップロードするアップロード手段を有する第１のコンピュータとを含み、サーバ
は、アップロード手段によりアップロードされた物件ごとのＣＡＤデータの保管場所を第
１のコンピュータへ通知する保管場所通知手段を有し、さらに、ＣＡＤデータを参照する
第２のコンピュータであり、ＣＡＤデータの保管場所を指定してサーバからＣＡＤデータ
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をダウンロードするダウンロード手段と、ダウンロードしたＣＡＤデータから伏図または
パース図を作成して表示する図表示手段とを有する第２のコンピュータを含むものである
。
【０００９】
　本発明のＣＡＤデータ共有システムによれば、ＣＡＤデータを作成する第１のコンピュ
ータからサーバへ物件ごとのＣＡＤデータをアップロードすると、サーバからこのアプロ
ードされた物件ごとのＣＡＤデータの保管場所が第１のコンピュータへ通知される。一方
、ＣＡＤデータを参照する第２のコンピュータにおいては、第１のコンピュータへ通知さ
れたＣＡＤデータの保管場所を指定することで第２のコンピュータへＣＡＤデータがダウ
ンロードされ、このダウンロードしたＣＡＤデータから伏図またはパース図が作成され、
表示される。
【００１０】
　ここで、アップロード手段は、物件ごとにパスワードおよび有効期限を指定してアップ
ロードするものであり、サーバは、物件ごとのＣＡＤデータを指定されたパスワードおよ
び有効期限とともに管理するものであり、ダウンロード手段は、ＣＡＤデータの保管場所
およびパスワードを指定してＣＡＤデータをダウンロードするものであり、サーバは、ダ
ウンロード手段からのダウンロード要求に対して有効期限内に限り、ＣＡＤデータを提供
するものであることが望ましい。これにより、ＣＡＤデータを物件ごとにパスワードおよ
び有効期限を指定してアップロードすることで、パスワードによりＣＡＤデータを保護す
るとともに有効期限内のみデータをダウンロード可能にすることが可能となる。
【００１１】
　また、表示手段は、伏図上で指定された範囲の部分パース図を表示する機能を有するこ
とが望ましい。これにより、全体のパース図で分かりにくい部分については伏図上で範囲
指定することで、この指定した範囲の部分パース図が表示される。
【００１２】
　また、図表示手段は、伏図を土台、各階床、各階小屋または各階母屋に分けて表示する
機能を有することが望ましい。これにより、土台、各階床（２階床、３階床等）、各階小
屋（１階小屋、２階小屋、３階小屋等）または各階母屋（１階母屋、２階母屋、３階母屋
等）ごとに伏図を表示して確認することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のＣＡＤデータ共有システムによれば、ＣＡＤデータを設計者以外の取引先、建
築現場や工場等において共有して、伏図またはパース図により容易に確認することが可能
となる。これにより、取引先においては、物件確認作業がしやすく、打合せを円滑に進め
ることが可能となる。また、建築現場や工場等においては、紙ベースの図面では確認しづ
らい納まりも、ＣＡＤデータに基づく伏図またはパース図により確認しながら作業ができ
るので、作業性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態におけるＣＡＤデータ共有システムの全体構成図である。
【図２】図１のＣＡＤデータ共有システムのブロック図である。
【図３】物件管理画面の例を示す図である。
【図４】物件データアップロード画面の例を示す図である。
【図５】物件データアップロード完了画面の例を示す図である。
【図６】電子メール送信画面の例を示す図である。
【図７】物件選択画面の例を示す図である。
【図８】物件データダウンロード画面の例を示す図である。
【図９】伏図表示画面の例を示す図である。
【図１０】伏図をレイヤ分けして表示する例を示す説明図である。
【図１１】パース図の精細度指定画面の例を示す図である。
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【図１２】パース図表示画面に全体パース図を表示した例を示す図である。
【図１３】指定範囲パース設定画面の例を示す図である。
【図１４】パース図表示画面に部分パース図を表示した例を示す図である。
【図１５】リアル加工パース表示の例を示す図である。
【図１６】リアル加工パース表示の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は本発明の実施の形態におけるＣＡＤデータ共有システムの全体構成図、図２は図
１のＣＡＤデータ共有システムのブロック図である。
【００１６】
　図１に示すように、本発明の実施の形態におけるＣＡＤデータ共有システムは、ＣＡＤ
データを物件ごとに保管するサーバ１と、ＣＡＤデータを作成するための設計者が使用す
る第１のコンピュータ２と、ＣＡＤデータを参照するための設計者以外の取引先、建築現
場や工場等の者（以下、「部外者」と称す。）が使用する第２のコンピュータ３とから構
成される。
【００１７】
　コンピュータ２は、第１のプログラムとしてのＣＡＤソフトウェアを実行することによ
り、ＣＡＤデータを作成するデータ作成手段２０と、物件ごとにＣＡＤデータを記憶する
記憶手段２１と、サーバ１へ物件ごとのＣＡＤデータをアップロードするアップロード手
段２２として機能する。
【００１８】
　サーバ１は、コンピュータ２からアップロード手段２２によりアップロードされたＣＡ
Ｄデータを物件ごとに保管する記憶手段１０と、アップロード手段２２によりアップロー
ドされた物件ごとのＣＡＤデータの記憶手段１０における保管場所をコンピュータ２へ通
知する保管場所通知手段１１と、コンピュータ３からの要求により記憶手段１０からＣＡ
Ｄデータを提供するデータ提供手段１２とを有する。
【００１９】
　コンピュータ３は、第２のプログラムとしてビューワーソフトウェアを実行することに
より、ＣＡＤデータの保管場所を指定してサーバ１からＣＡＤデータをダウンロードする
ダウンロード手段３０と、ダウンロードしたＣＡＤデータを記憶する記憶手段３１と、ダ
ウンロードしたＣＡＤデータから伏図またはパース図を作成して表示する図表示手段３２
として機能する。ビューワーソフトウェアは、例えば、サーバ１の記憶手段１０に記憶さ
れたものを、第２のコンピュータ３にダウンロードする。
【００２０】
　次に、本実施形態におけるＣＡＤデータ共有システムの動作について、図３～図１６を
例に説明する。なお、以下の例では、便宜上、設計者を「プレカット工場Ａ社」、設計者
以外の部外者を「工務店Ｂ社」として説明する。
【００２１】
　プレカット工場Ａ社は、ＣＡＤソフトウェアを実行するコンピュータ２により作成した
ＣＡＤデータをアップロード手段２２によりサーバ１へアップロードする。図３はコンピ
ュータ２に表示される物件管理画面の例を示す図である。図３に示すように物件管理画面
４０には、記憶手段２１に物件ごとに記憶されたＣＡＤデータの一覧４１が表示されてい
る。この物件管理画面４０からサーバ１へアップロードする物件を選択し、物件データア
プロードボタン４２をクリックすると、アップロード手段２２により図４に示す物件デー
タアップロード画面５０がコンピュータ２に表示される。
【００２２】
　物件データアップロード画面５０には、選択した物件の物件番号５１および工事名称５
２が表示され、パスワードおよび有効期限をそれぞれ入力する入力欄５３，５５が設けら
れている。入力欄５３，５５にそれぞれパスワードおよび有効期限を入力し、アップロー
ドボタン５６をクリックすると、アップロード手段２２は、物件ごとにパスワードおよび
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有効期限を指定してサーバ１へＣＡＤデータをアップロードする。なお、パスワードは、
自動生成ボタン５４をクリックすることにより自動生成することも可能となっている。
【００２３】
　サーバ１は、コンピュータ２からアップロード手段２２によりアップロードされたＣＡ
Ｄデータを物件ごとに記憶手段１０に保管するとともに、このアップロード手段２２によ
りアップロードされたＣＡＤデータの記憶手段１０における保管場所を保管場所通知手段
１１によりコンピュータ２へ通知する。なお、サーバ１は、記憶手段１０に保管した物件
ごとのＣＡＤデータを、指定されたパスワードおよび有効期限とともに管理し、有効期限
を経過したＣＡＤデータについては削除する。
【００２４】
　図５はコンピュータ２に表示される物件データアップロード完了画面の例を示す図であ
る。図５に示すように物件データアップロード完了画面６０には、保管場所通知手段１１
により通知されたＣＡＤデータの保管場所としてのＵＲＬ６１と、パスワード６２と、有
効期限６３とが表示される。ここで、コピーボタン６４をクリックすると、コンピュータ
２のクリップボードにＵＲＬ６１、パスワード６２および有効期限６３を含むデータが記
憶される。
【００２５】
　プレカット工場Ａ社は、このＵＲＬ６１、パスワード６２および有効期限６３を工務店
Ｂ社に連絡する。図６はコンピュータ２に表示される電子メール送信画面の例を示してい
る。例えば、プレカット工場Ａ社は、図６に示すように電子メール送信画面７０において
宛先（工務店Ｂ社）７１を指定し、前述のようにクリップボードに記憶されたＵＲＬ６１
、パスワード６２および有効期限６３を含むデータ７２を貼り付け、送信ボタン７３をク
リックすることにより連絡する。
【００２６】
　工務店Ｂ社では、コンピュータ３にビューワーソフトウェアをダウンロードし、実行す
る。図７はコンピュータ３に表示される物件選択画面の例を示している。図７に示すよう
に、物件選択画面８０のダウンロードボタン８１をクリックすると、ダウンロード手段３
０により図８に示す物件データダウンロード画面８２がコンピュータ３に表示される。こ
こで、プレカット工場Ａ社からの受信メール７５からＵＲＬ６１およびパスワード６２を
それぞれコピーして、物件データダウンロード画面８２のＣＡＤデータ保管場所指定欄８
３およびパスワード指定欄８４に貼り付け、ダウンロードボタン８５をクリックすると、
ダウンロード手段３０は、ＣＡＤデータの保管場所（ＵＲＬ６１）およびパスワード（パ
スワード６２）を指定してサーバ１にＣＡＤデータのダウンロード要求を行う。
【００２７】
　サーバ１のデータ提供手段１２は、このダウンロード手段３０からのダウンロード要求
に対してＵＲＬ６１により指定されたＣＡＤデータのパスワード６２によるパスワード認
証を行い、そのＣＡＤデータの有効期限内に限り、記憶手段１０からコンピュータ３へＣ
ＡＤデータを提供する。ダウンロード手段３０は、この提供されたＣＡＤデータをダウン
ロードし、記憶手段３１へ記憶する。
【００２８】
　コンピュータ３はダウンロード手段３０によるダウンロードが完了すると、図表示手段
３２により伏図またはパース図を作成して表示する。図９は図表示手段３２によりコンピ
ュータ３に表示される伏図表示画面の例を示している。図９に示す伏図表示画面９０には
、ＣＡＤデータに基づく伏図９１が表示される。また、伏図表示画面９０では、土台ボタ
ン９２、２階床ボタン９３、１階母屋ボタン９４、２階小屋ボタン９５または２階母屋ボ
タン９６をクリックすることで、図１０に示すように、伏図を土台、２階床、１階母屋、
２階小屋または２階母屋にそれぞれレイヤ分けして表示することが可能となっている。
【００２９】
　また、伏図表示画面９０においてパースボタン９７をクリックすると、図１１に示すよ
うにパース図の精細度を指定する精細度指定画面９７Ａが表示される。この精細度指定画
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面９７Ａから簡易モード、標準モード、ファインモードまたはスーパーファインモードを
選択し、描画ボタン９７Ｂをクリックすると、図表示手段３２は選択された精細度で全体
パース図を作成し、図１２に示すようにパース図表示画面１００に全体パース図１０１を
表示する。
【００３０】
　また、工務店Ｂ社は、この全体パース図１０１では確認しづらい部分は、指定した範囲
の部分パース図を確認することが可能となっている。図１３は指定範囲パースボタン９８
をクリックしたときに表示される指定範囲パース設定画面９８Ａの例を示している。指定
範囲パース設定画面９８Ａでは、部分パース図を作成する際の使用するレイヤの指定、上
カットレベル・下カットレベルの指定および表示モードを設定することが可能となってい
る。そして、図９の伏図表示画面９０において伏図９１上で範囲指定を行うと、図表示手
段３２はこの伏図９１上で指定された範囲の部分パース図を指定範囲パース設定画面９８
Ａにおいて設定された内容にしたがって作成し、図１４に示すようにパース図表示画面１
００に部分パース図１０２を表示する。
【００３１】
　なお、図１２に示す全体パース図１０１および図１４に示す部分パース図１０２は通常
パース表示であるが、図１５および図１６に示すようにリアル加工パース表示とすること
も可能である。リアル加工パース表示では、パース図の各部がスケルトン表示となり、図
１５に示すように仕口形状や金物の納まりも確認することが可能となる。また、本実施形
態におけるＣＡＤデータ共有システムでは、プレカット工場Ａ社において設計したＣＡＤ
データそのものをサーバ１へアップロードし、コンピュータ３へダウンロードしているた
め、図１６に示すように、金物工法物件の場合には、梁受金物、ホールダウンパイプ、ド
リフトピン、ボルトなどの納まりも確認することが可能である。
【００３２】
　以上のように、本実施形態におけるＣＡＤデータ共有システムでは、ＣＡＤデータを設
計者以外の取引先、建築現場や工場等において共有して、伏図またはパース図により容易
に確認することが可能となる。これにより、取引先においては、物件確認作業がしやすく
、打合せを円滑に進めることが可能となる。また、建築現場や工場等においては、紙ベー
スの図面では確認しづらい納まりも、ＣＡＤデータに基づく伏図またはパース図により確
認しながら作業ができるので、作業性が向上する。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本発明のＣＡＤデータ共有システムは、ＣＡＤデータを設計者の他、取引先、建築現場
や工場等で共有して確認するシステムとして有用である。
【符号の説明】
【００３４】
　１　サーバ
　２，３　コンピュータ
　１０　記憶手段
　１１　保管場所通知手段
　１２　データ提供手段
　２０　データ作成手段
　２１　記憶手段
　２２　アップロード手段
　３０　ダウンロード手段
　３１　記憶手段
　３２　図表示手段
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